
 
 





議案第１号 

 

   和泉市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項に規定する事務を定める規則の制定について 

 

 和泉市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項に規定する事務を定める規則を制定することについ

て、議決を求める。 

 

  令和７年１月１６日提出 

 

和泉市教育委員会教育長  大槻 亮志  

 

 

    理由 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）の規定に基づき、市が設置する幼保連携型認

定こども園に関する事務のうち、教育委員会の意見を聴取する事務を定める規則の制定については、教育委員会の意見を

聴かなければならない。これが、本規則案を提出する理由である。 

 

 

参考資料 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

(幼保連携型認定こども園に関する意見聴取) 

第 27 条 地方公共団体の長は、当該地方公共団体が設置する幼保連携型認定こども園に関する事務のうち、幼保連携型

認定こども園における教育課程に関する基本的事項の策定その他の当該地方公共団体の教育委員会の権限に属する事

務と密接な関連を有するものとして当該地方公共団体の規則で定めるものの実施に当たつては、当該教育委員会の意見

を聴かなければならない。 



第 2 項  地方公共団体の長は、前項の規則を制定し、又は改廃しようとするときは、あらかじめ、当該地方公共団体の

教育委員会の意見を聴かなければならない。 



（案） 

和泉市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項に規定する事務を定める規則をここに公布する。 

 

  令和  年  月   日 

 

               和泉市長 

 

和泉市規則第    号 

 

   和泉市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項に規定する事務を定める規則 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２７条第１項の規定に基づき教育委員会の意見

を聴取する事務は、次のとおりとする。 

（１）幼保連携型認定こども園における教育課程に関する基本的事項の策定に関すること。 

（２）幼保連携型認定こども園の設置及び廃止に関すること。 

 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 
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議会提出資料 

 

報告第 １ 号 

 

   専決処分の報告について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により、これ

を報告する。 

 

  令和   年   月   日提出 

 

和泉市長 辻  宏 康   

報告事項１ 



専決第 ２１ 号 

 

   工事請負変更契約の締結に関する専決処分について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項及び市長の専決処分事項に関する条例（昭和４４年和泉市条例第９号）第７号

の規定により、工事請負変更契約の締結について、次のとおり専決処分する。 

 

  令和 ６ 年１２月２３日専決 

 

和泉市長 辻  宏 康   

 

 市は、工事請負契約につき、次のとおり変更契約を締結する。 

１ 変更した工事請負契約   令和６年６月２７日議決に係る市立いぶき野小学校大規模改修工事 

２ 契 約 者   和泉市長 辻  宏 康 

３ 変 更 契 約 の 内 容   契約金額 （当 初）１６５，１０７，８００円 

                    （変更後）１７０，１８７，６００円 

４ 変更契約の相手方   大阪市東成区神路一丁目１２番２号 

               日本土建工業株式会社 

               代表取締役 池田 勉 

 

 



５ 変 更 の 理 由   ①和便器撤去に伴う開口部補強方法の変更 

               ②屋根改修方法の変更 

               ③屋根塗装の追加 

               ④外壁改修箇所の追加 
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報告事項３ 

令和７年度全国学力・学習状況調査について 

学校教育室 

 

１．調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

〈「令和７年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」より抜粋〉 

 

２．調査実施日、調査内容 

 

調査実施日 ： 令和７年４月１７日（木） 

 

学年 教科に関する調査 質問調査 

小学校第６学年 

義務教育学校第６学年 
国語、算数、理科 学習意欲、学習方法、学習環

境、生活の諸側面等に関する

質問調査 
中学校第３学年 

義務教育学校第９学年 
国語、数学、理科 

 

３．令和７年度調査における特徴 

 中学校理科においては、生徒が活用する ICT 端末等を用いた、文部科学省 CBT シス

テム（以下「MEXCBT」という。）によるオンライン方式（以下「CBT」（= Computer Based 

Testing）という。）で実施する。４月１４日(月)～１７日(木)の期間で分散して実

施。 

 

 

  参考１ 令和８年度全国学力・学習状況調査（令和８年４月２３日（木）実施予定） 

〈教科〉小６(国・算)、中３(国・数・英) 

中学校英語は、４月２０日(月)から始まる週内で分散して CBT で実施予定。 

 

 参考２ 令和７年度大阪府小学生すくすくウォッチ 

・ 子どもたち一人ひとりが、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用

能力及び問題発見・解決能力等を向上させ、これからの予測困難な社会を

生き抜く力を着実につけることを目的に実施するもの 

・ 府内小学生（小５・６）を対象に実施 

・ 令和７年４月２２日（火）実施 ※和泉市は、実施日を統一 

        〈教科〉小５(国・算・理・教科横断型)、小６(教科横断型) 



報告事項４ 
 

中国江蘇省南通市への和泉市長公式訪問団の派遣報告 
 

友好都市提携締結30周年を迎える中国江蘇省南通市との間で、友好親善を深め、今後の

さらなる友好都市交流の発展をめざすため、下記のとおり、市長公式訪問団を派遣しまし

た。 

 

■和泉市長公式訪問団（友好都市提携締結30周年記念事業） 

 

◇派遣期間 

令和６年11月24日（日）～11月27日（水）3泊4日 

 

◇派遣メンバー 

市長、議長、教育長、教育次長兼生涯学習部長、産業振興室長、生涯学習担当課長、 

いずみ太鼓関係者（理事長、副理事長）                         計８名 

 

◇趣旨 

・今後の市の施策に役立てるため、互いの市の取り組みについて情報交換を行う。 

・2025大阪・関西万博でのコラボレーションステージの企画調整 

・南通市の人々の万博への機運を高め、和泉市への来訪促進を図る。 

・信頼関係を深め、情報交換を重ねながら将来的には相互利益につながる交流への発

展をめざす。 

 

◇主な活動内容  

・南通師範学校第一附属小学校を訪問 

和泉市中日友好子供書画交流イベントに出席 

中日友好都市子供書画展の見学 

令和５年度日本と世界の子どもの作品展南通市受賞作品の授賞式で賞の授与 

児童のパフォーマンスを観覧 

・南通市紫琅第一小学校を視察 

・南通市都市建設企画館、紫琅湖、南通市大劇院を視察 

・南通市指導者（南通市長など）へ表敬会見 

・江蘇省南通中学附属実験学校を視察 

・南通大学を表敬訪問 

・南通市文化テレビジョン観光局と情報交換 

和泉市への来訪促進プレゼンの実施 

万博出演チームのパフォーマンス見学 

万博企画の打ち合わせ 

・南通博物苑を視察 

・南通国際家庭用紡織製品産業園で担当職員と表敬訪問 

izm043080
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2024 中国江蘇省南通市 

和泉市長公式訪問団派遣事業報告集 
 

（友好都市締結 30周年記念事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 11 月 24日（日）～27日（水） 

 
和泉市・和泉市教育委員会 

  

報告事項４ 別紙 
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■はじめに                                                       

 

令和５年度（2023）が和泉市と南通市の友好都市締結 30周年の年にあたる。 

令和４年度に公式訪問団の派遣か受け入れの公式周年事業の実施に向け、南通市と調整を行ったが、

日程の調整がかなわず、公式事業の実施に至らなかったが、令和４年度末（2023.3）に急遽、南通市の

外事弁公室、商務局、経済技術部門の担当者が来日された。 

和泉市にも訪問され、南通市への進出できる企業の模索を行いたいとの申し入れがあったため、商工

会議所を通じ、確認を行ったが、具体的な企業進出の交渉までには至らなかった。 

和泉市に来訪された際に、友好都市締結 30 周年を記念して、友好親善を深めるべく、是非訪中してく

ださいと外事弁公室の担当者から申し入れがあり、招待状の交付についての話になったが、令和５年度

の予算措置が間に合わないことから、令和６年度に公式訪問団を派遣する調整を行うこととなった。 

2025 年に大阪・関西万博の開催が決定しており、多くの観光客が中国（南通市）から訪問されること

が予想される。来訪促進イベントを友好姉妹都市の南通市で行う事で今後のインバウンド戦略にも好影

響が期待できるとのことから、商工観光部門の職員も公式訪問団の一員として派遣することになった。 

また、近年は子どもの絵画等を相互展示することで、文化交流を図ってきたが、今後、市民レベルでの

文化交流への発展も期待すべく、いずみ太鼓 皷聖泉が万博のステージで出演することで調整していた

ことから、南通市の文化団体とのコラボレーションステージを企画し共演することで、新たな文化の創造や

交流を見出すことを目的に皷聖泉のメンバーも企画調整のために訪中させることとなった。 

これらの経緯から、この度の市長公式訪問団については、下記の者を派遣することになる。 

 

派遣者： 

【市長】辻宏康、【議長】関戸繁樹、【教育長】大槻亮志、【教育次長（生涯学習部長）】辻公伸 

【産業振興室長】山村邦弘、【生涯学習担当課長】橋本吉人 

【いずみ太鼓関係者】深川みゆき、大畑奈採 
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■交流の歴史                                           
 

 

S63.11 混声合唱団派遣（50 人） 

H5.4 南通市長 和泉市を訪問 

（4/24 和泉市・南通市友好都市提携調印式） 

H5.8 和泉市長、市議会代表団 南通市を訪問 

（友好都市提携調印の答礼訪問） 

H5.8 スポーツ使節団として卓球団を派遣 

H5.10 日中友好第 5回国際児童絵画書道展の開催 

H6.8 和泉市教育長、市議会代表団 南通市を訪問 

H6.10 第 6回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展の

開催（日中友好国際児童生徒絵画書道展を改称） 

H6.12 南通市人民政府訪問団 和泉市を訪問 

H7.5 和泉市長、市議会代表団 南通市を訪問 

H7.8 南通市長 和泉市を訪問 

（和泉市制施行 40周年記念式典参加） 

H7.9 国際友好姉妹都市フォーラムの開催 

和泉市通訳ボランティア代表団 南通市を訪問 

H7.10 経済視察団(和泉市商工会議所) 南通市を訪問 

第 7回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H8.7 和泉市長、市議会代表団 南通市訪問 

H8.11 南通市人民代表大会代表団 和泉市訪問 

第 8回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H9.7 和泉市水道事業管理者、市議会代表団 南通市

を訪問 

H9.9 和泉市町会連合会代表団南通市を訪問 

H9.11 第 9回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H9.11 南通市政協代表団 和泉市を訪問 

H10.5 和泉市長、市議会代表団 南通市を訪問  

H10.6 南通市人民政府代表団 和泉市を訪問 

H10.11 第 10 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H10.11 和泉市交換中学生 11 名（引率 2名）を南通市へ

派遣 

H11.5 和泉市教育長、市議会代表団 南通市を訪問 

H11.7 南通市交換中学生 12名（他引率者 1名） 受け

入れ 

H8.8 南通市人民代表団 和泉市を訪問 

H8.11 第 11 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H8.12 南通市経済技術開発区代表団 和泉市を訪問 

H12.5 南通市外事弁代表団 和泉市を訪問 

H12.6 和泉市長、市議会代表団 南通市を訪問 

H12.10 和泉市交換中学生 11 名（引率 2名）を南通市へ

派遣 

H12.11 第 12 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H12.11 南通市書画代表団 和泉市を訪問 

H12.11 和泉市町会連合会代表団 南通市を訪問 

H13.5 和泉市水道事業管理者、市議会代表団 南通市

を訪問 

H13.6 南通市人大常務委員会代表団 和泉市訪問 

H13.11 第 13 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展 

の開催 

H13.12 南通市人民政府外事弁代表団 和泉市を訪問 

H14.2 南通市人民政府代表団 和泉市を訪問 

H14.7 南通市代表団、経済訪問団 和泉市を訪問 

H14.10 和泉市交換中学生 11 名（引率 2名)を南通市へ

派遣 

※赤字は和泉市からの派遣事業 

 

H15.11 第 14 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展の

開催 

H15.9 友好姉妹都市提携 10周年を記念して和泉市代表

団 南通市を訪問 

(和泉市立病院事業管理者、市議会代表団) 

H15.11 第 15 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H16.4 経済訪問団（和泉市長・国際交流協会代表団） 

南通市派遣 

H16.5 南通市代表団、経済代表団 和泉市を訪問 

H16.11 和泉市交換中学生 11 名（引率 2名)を南通市へ

派遣 

H16.11 第 16 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H17.10 南通市代表団、経済代表団 和泉市を訪問 

H17.11 第 17 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H18.4 和泉市長 南通市を訪問 

H18.9 南通市代表団 和泉市を訪問 

（和泉市制 50周年記念式典参加) 

H18.9 和泉市制 50周年記念イベント 

｢ゆめ和泉ワールドフェスタ｣開催 

H18.11 第 18 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H19.10 南通市教育代表団 和泉市を訪問 

H19.11 第 19 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H20.11 第 20 回国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展

の開催 

H21.6 南通市代表団 和泉市を訪問 

H21.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

（国際友好姉妹都市児童生徒絵画書道展を改称） 

H22.5 和泉市長 南通市を訪問 

H22.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H23.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H24.8 南通市教育訪問団 和泉市を訪問 

H24.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H25.10 南通市友好都市提携 20周年代表団の派遣 

(市長・議長・教育長・協会正副会長） 

H25.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H26.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H27.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H28.11 南通市訪問団 和泉市で農業視察 

H28.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H29.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

H30.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R1.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R2.5 南通市よりマスク 2万 5千枚、防護服 600着を

寄贈いただく 

R2.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R3.5 第 1 回南通市国際友好都市青少年絵画展に和泉

市の子どもの作品を出展 

R4.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R5.3 南通市訪問団の受入（産業交流） 

R5.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R6.11 日本と世界の子どもの作品展の開催 

R6.11 南通市友好都市提携 30周年代表団の派遣 

（市長・議長・教育長・部長・産業振興担当・生涯

学習担当・いずみ太鼓） 

 



 

 

■和泉市長公式訪問団在南通市スケジュール                        

 

11/24（日）  【１日目】 
 

6:45  和泉市役所集合 マイクロバスにて出発 

7:30  関西国際空港  MU730 大阪関西---上海浦東 

12:40-13:40 昼食（上海浦東内） 

13:40-16:10 南通市へ移動 

16:10-17:00 ホテルでチェックイン・休憩 （南通大飯店） 

17:15-18:30 夕食 

19:00-20:30 南通市で有名な景勝地 濠河生態エリアを視察 （南通濠河） 

 

 

11/25（月）  【２日目】 
 

9:30-11:30 南通師範学校第一附属小学校を訪問 

  和泉市中日友好子供書画交流イベントに出席 

  中日友好都市子供書画展見学 

  令和５年度日本と世界の子どもの作品展南通市受賞作品の授賞式 

  生徒のパフォーマンス 

11:40-13:00 昼食 

13:30-14:30 南通市紫琅第一小学校を視察 

15:00-17:00 南通市都市建設企画館、紫琅湖、南通市大劇院を視察 

17:30-18:00 南通市指導者表敬会見 

18:00-19:30 和泉市訪問団歓迎会とレセプション （南通市指導者参加） 

 

 

11/26（火）  【３日目】 
 

9:30-10:30 江蘇省南通中学附属実験学校を視察 

10:50-11:50 南通大学を表敬訪問 

12:10-13:40 昼食 

14:00-18:00 南通市文化テレビジョン観光局と交流 

14:00-15:15 頃   １．観光局と旅行会社と交流 

15:30-16:00 頃   ２．万博出演チームのパフォーマンス見学 

①16:00-18:00 頃 ３．①南通市芸術劇院とパフォーマンス内容について打ち合わせ 

（皷聖泉 深川氏、大畑氏、橋本課長、陳氏【通訳】） 

②16:30-17:30 頃   ②南通博物苑視察 （市長、議長、教育長、教育次長、山村室長、村上氏【添乗員】） 

18:00  会議場所にて①と②が合流 

18:00-19:30 夕食 

 

 

11/27（水）  【４日目】 
 

10:00-10:50 南通国際家庭用紡織製品産業園を表敬訪問 

11:00-12:00 昼食 

12:00-14:30 上海浦東空港へ移動 

17:00-20:30 MU233 上海浦東---大阪関西 

22:00 頃 和泉市役所到着、解散 
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■11/24（日）  【１日目】                                     

 

◆出発 

〇関西国際空港までマイクロバスにて移動 

〇関西国際空港で添乗員（村上氏）と合流 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇上海浦東空港 到着（願氏 張氏 出迎え） 空港内で昼食 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南通市へ移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ホテルでチェックイン・休憩 （南通大飯店） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇夕食 ＆ 南通市で有名な景勝地 濠河生態エリアを視察 （南通濠河） 
 

 

 

 

 

 

 

11 年前に市長と面談されたハンさんも合流。

現在は、商務局で活躍されているとのこと。 

濠河生態エリアを遊覧船で視察。 
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■11/25（月）  【２日目】                                     

 

◆南通師範学校第一附属小学校を視察 

〇和泉市中日友好子供書画交流イベントに出席 中日友好都市子供書画展見学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日本と世界の子どもの作品展南通市受賞作品の授賞式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雨天にも関わらず、鼓笛隊の

演奏でお出迎え。 

代表児童から学校の紹介も。 

うちわの染付や書道体験ブースでおもてなし。 

～あいさつ～ 
辻 宏康 和泉市長 
厳航（げんこう） 南通市人民政府外事弁公室副主任 
许新海（きょしんかい）南通市教育局副局長 
陆勝利（りくしょうり） 南通師範学校第一附属小学校長 

「日本と世界の子どもの作品展」南通市受賞作品の授賞式に出席。和泉市長、和泉市議会議長、教育長、教育

次長から表彰状と記念品の授与を行った。また、和泉市国際協会長賞は代理で訪問団から授与した。 
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〇児童のパフォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童によるパフォーマンスを鑑賞。劇、歌、踊りなど 30 分に渡り公演いただいた。私どもの公式訪問団の訪

中のために、5か月もの期間、練習に励んでくれたとの事。客席の子ども達含めた大合唱は圧巻であった。 
陆勝利（りくしょうり） 南通師範学校第一附属小学校長から、書のプレゼントがあった。 
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〇作品展の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品展会場では児童によるピアノ演奏での歓迎

もあった。市長も飛び入りで「Ｌｅｔ ｉｔ be」等、

得意のナンバーを演奏し、歓迎に応えた。 
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〇南通市紫琅第一小学校を視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内に音楽、ダンス、手品、料理

など得意な児童の紹介パネル（展

示）があり、興味のあるものを伸

ばす特色ある教育活動がなされ

ていた。また、校内に流れる水辺

があり、孔雀やアヒルを飼育して

いる。 

敷地の広い校舎を活かし、道路標識や横断歩道が設置され、校内で交通

ルールを学べる仕組みがあった。 

新興住宅地に設置された、比較的新しい小学校。中国では、地域によって、大きく地価（家賃）に差があり、同

地域は一定の富裕層が生活する地域であるようだった。 
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〇南通市大劇院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇紫琅湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南通市都市建設企画館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 1,500 人を収容するホールでは、舞台の広さは相当なものであり、奈落は２５メートルも下がるとのこと。

また、オペラもできるホールでは、ホール全体がスピーカーがなくとも、音響を響かせる設計となっており、パ

オプオルガンも設置されていた。 

人口池で周回をランドカーにて視察。 

平素は観光用として運用しておらず、国内の高官や海外からの視察の際に運行されるとのこと。 

南通市域の紹介や産業などがデジタル映像にて公開されている。 
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〇南通市指導者表敬会見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南通市長 張彤女士らと会見。これまで行われてこなかった来訪促進に向け

て意見交換を行えることは、大いに今後の相互交流において期待できるも

のであるとの評価を得ることができた。 

南通市からは、馬が描かれたタペストリーを、和泉市からはヨシシスレー氏に

依頼した絵画をそれぞれ記念品として交換を行った。 

・和泉市訪問団歓迎会とレセプション  ～出席者～ 

 張 彤（ちょう とう）女士 南通市人民政府市長 

 李 玲（り れい）女士 南通市人民政府副市長 

 朱志強（しゅしきょう）先生南通市人民政府弁公室主任  

 成賓（せいひん）先生 南通市教育局局長  

 高洪軍（こうこうぐん）先生 南通市商務局局長  

 王智（おうち）先生 南通市文化テレビジョン・観光局局長 

 厳航（げんこう）先生 南通市人民政府外事弁公室副主任 
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〇南通市指導者表敬会見が即日、ニュースで紹介される 
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■11/2６（火）  【３日目】                                     

 

〇江蘇省南通中学附属実験学校を視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南通大学を視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある取り組みとして、ロボット工学や宇宙（星座）教育に加え、ドローンの操縦

に関する授業も行われている。また、黒板にはモニターが併設されていた。 

広大な敷地の中に大学の歴史や教育方針を展示した情報館が

ある。また、60もの交流のある大学があり、今までの交流の

歴史などの活動内容も展示されていた。 

学内には食事の接待のできる円卓を兼ね備えた部屋も複数設

置されており、他の部屋でも食事を伴う会合がなされていた。 
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◆南通市文化テレビジョン観光局と交流 

１．観光局と旅行会社と交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．万博出演チームのパフォーマンス見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチビジョンを使い、和泉市の紹介を行ったほか、市長から直接和泉市の魅力が語られた。 
参加いただいた旅行関係者には、非常に興味を持っていただくことができ、日本の旅行代理店と前向きに

直接面談したいとの申し入れもあった。 

南通市芸術劇院のパフォーマンスを鑑賞。万

博のコラボステージに向けた、４つのパフォー

マンス案が示された。 
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３．①南通市芸術劇院とパフォーマンス内容について打ち合わせ 

皷聖泉：深川氏・大畑氏、橋本課長、陳氏（通訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②南通博物苑視察  市長、議長、教育長、教育次長、山村室長、村上氏（添乗員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夕食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025大阪関西万博において、7/27開催予定のメインステージでの和泉市枠での発

表時間は約 15分間であることから、特別演舞の構成について意見交換を行った。 

公式訪問団、最後の夕食。厳航（げんこう）先生 南通市人民政府外事弁公室副主任も出席。 

市長から、次年度に南通大学長を含めた公式訪問団を和泉市への招待するとの話が合った。 
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■11/2７（水）  【４日目】                                     

 

◆南通国際家庭用紡織製品産業園などを視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南通国際家庭用紡織製品産業園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇昼食（貿易方式商務区【役場内】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国全土から、繊維関係の業者が集結しており、各店舗の従業員も

それぞれの地域の人で運営されていることが多いとの事。 
オートの加湿器が稼働 

和泉市の繊維関係

の業者とも、産業連

携を深めていきたい

との話があった。 
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■各訪問団員 レポート                                      

和泉市長 ： 辻 宏康 

 

中国表敬訪問レポート 

 

11 月 24 日から 27 日の 4 日間、友好都市提携 30 周年の交流のため、中国江

蘇省の南通市を訪問いたしました。 

南通市は、上海から長江を挟んで 130 キロメートルほど北西に行ったところにあ

り、人口は約 770 万人に、面積が約 8000 平方キロメートルもある大都市です。水と天然資源に恵まれ

た地域で、現在では環境産業も盛んになってきています。また、「長江デルタ」に位置しており、近年、中国

政府が資本を集中的に投資している地域でもあり、10 年前に訪問した時と比べ、地下鉄が大阪市内並

みに張り巡らされ、高層マンションが何十棟と立ち並ぶなど、基盤整備が急速に進められていることを目

の当たりにしました。 

その様な南通市では、「通州綿」として知られる綿花栽培が古くから行われており、今でも基幹産業とな

っております。今回訪問した南通国際家庭用紡織製品産業圏は、テクノステージ和泉の倍にあたる約

200 ヘクタールの広大な敷地面積を有し、産業圏全体の取扱高は 4兆円で、中国寝具の60％のシェア

を有しているとのことで、そのスケールの大きさに驚かされました。 

和泉市も室町時代から綿花の産地であり、明治、大正、昭和と繊維産業が基幹産業となり、地域産業

のけん引役を担ってきました。その繊維産業のご縁で、和泉市と南通市は友好都市の提携を行いました。 

20 周年の表敬訪問時は、先閣諸島の問題で国家間が緊張関係にあったので、当時の南通市長が同

席できない状態で、思うような交流が果たせなかったように記憶していますが、今回の訪問では、南通市

の張市長をはじめ、関係者皆様に熱烈歓迎でおもてなしいただき、様々な交流を通じて両市の絆を深め

ることができました。 

張市長とは、今後の産業交流が実現するよう、密度の濃い意見交換を交わすことができました。今後は、

和泉市の商工会議所やテクノステージ和泉、トリヴェール西部地区の企業の皆様との提携が実現すれば

と思っております。 

また今回の訪問では、教育面における交流にも注力いただき、3 校の小中学校と南通大学を訪問させ

ていただきました。南通師範学校第一附属小学校では、私たちの訪問のため、5 カ月前から学校を上げ

て、歌と踊りの稽古をされ、素晴らしい舞台をご披露いただきました。南通大学では、揚学長をはじめ、多

くのスタッフの皆様と、教育に関する更なる交流について意見交換ができました。 

南通市の GDP は約 32 兆円で、大阪府の約 41 兆円に迫る勢いです。このような大都市と友好都市

であることを誇りに思うと共に、両市の絆を今後の発展につなげていく重要性を改めて感じました。 

 

 



14 

 

■各訪問団員 レポート                                      

和泉市議会議長 ： 関戸繁樹 

 

            和泉市長公式訪問団南通市派遣事業報告 

 

本市と南通市は、共に繊維産業が盛んであったことを≪ご縁≫として昭和 63 年

に和泉市国際交流協会において訪中団を派遣、その後も相互訪問を重ねるなど交

流を継続してきた。 

そして、平成 5 年に友好都市提携を調印、それ以来、教育・文化・スポーツ等さま

ざまな分野で交流が続けられてきた。 

直近の訪問としては、平成 25 年 10 月に南通市友好都市提携 20 周年記念事業として本市から代表

団を派遣、令和5年 3月に南通市からの訪問団を受け入れた。 

この度の南通市訪問は提携30周年を迎えた 11年ぶりのものであり、その目的は、子どもの絵画や書

道作品の授賞式、大阪・関西万博における「いずみ太鼓 鼓聖泉」と南通市の文化団体とのコラボステー

ジに向けた打ち合わせ、当万博を契機とした本市への来訪促進の啓発及び本市観光資源の PR（モデル

コースの提案）など多岐に亘った。 

最初の訪問先となった南通師範学校第一付属小学校は、「中国の渋沢栄一」とも呼ばれる張健氏によ

って創立されたもので、校内に本市と南通市の子どもの絵画等が展示され、授賞式が行われた。 

その後、南通市大劇院を視察、異次元のスケールを誇る各ホールや最新鋭の舞台設備を目の当たりに

し、本市の「弥生の風ホール」が抱える課題を改めて認識すると共に、今後、本市において整備を計画して

いる「アリーナ」との次元の違いを痛感した。 

翌日の訪問先は、江蘇省南通中学校附属実験学校及び南通大学。当中学校附属実験学校は、南通市

イノベーションエリア科学技術センターに位置し、2018 年に戦略的な目的を持って開校されたものであ

る。校内には、ドローンやロボット、ＡＩ（人口知能）など最新鋭の技術を実際に活用できる学習環境が整備

されていた。 

また、南通大学は、これまでも本市の桃山学院大学と交流実績があることから、揚学長と今後のさらな

る発展的交流について対談した。 

午後からは、南通市の主な旅行会社 10 社と対面、本市及び大阪泉州エリアの観光名所を紹介すると

共に、本市における観光モデルコースを提案し、来訪促進を図った。 

各社から多くの質問が出され、自由闊達な意見交換の場となった。関西国際空港と万博会場との中間

地点に位置することからも出席者の前向きな姿勢が伺え、今後に期待ができるものと捉えた。 

その後、万博のコラボステージにおける事前打ち合わせに先立ち、万博出演チームによるパフォーマン

スが披露され、その技術力の高さに驚愕した。 

また、最終日に訪問した南通市国際家庭紡績産業園は、寝具を始めとした繊維製品の専門的な産業

団地であり、本市が誇る工業団地「テクノステージ」の倍の面積を有する規模であった。南通市との国際

交流の原点となった≪繊維産業≫に触れ、本市企業とのビジネスマッチングに繋げる必要性を強く感じた。 

ここで、南通市の人口は約 770 万人、面積は約 8,000 平方キロメートル、ＧＤＰは約 31 兆円（参考：

大阪府の人口は約 880 万人、ＧＤＰは約 41 兆円）であり、その規模は日本の主要な都道府県に匹敵す

るものである。 

このように本市とは、人口や経済規模において歴然とした差のある中、この 4 日間、南通市の張市長を

始めとする行政機関のみなさま、また、南通大学の揚学長を始め教育機関のみなさまには、熱烈にご歓迎

いただいた。 

 数々のおもてなしを受ける中、南通市の関係者の方々が本市との交流のさらなる深化を求められてい

ることを強く感じると共に、私自身、この度の交流を通じて両市の絆を深めることができたと確信している。 

 そして、現地では令和４年度に南通市の訪問団として本市に来られた方もおられ、前々任の坂本議長の

こともよく記憶されており、「交流の積み重ねの重要性」や「直接会って話すことの大切さ」を改めて感じた。 

 結びに、この度の交流は、教育・文化・産業・観光・行政等あらゆる面での進展が大いに期待できるもの

であり、本市が発展する上で有意義で実り多きものであった。 
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■各訪問団員 レポート                                      

和泉市教育長 ： 大槻亮志 

 

             南通訪問 

 

令和６年 11 月 24 日から 11 月 28 日まで、辻市長以下総勢８名で中国南通市

を訪問しました。私自身初めての中国で、食、水、体調（腰痛）、飛行機が苦手なこと

等不安要素がいっぱいでしたが、実質２時間ほどの飛行で上海空港に到着したとき

は、なんと近い国だと思いました。 

その後、上海空港から車で２時間少しの南通市へ。飛ぶように進む（ちょっと怖かった～）車外に見える

景色には圧倒されました。50 階は優にあるであろうマンション群がそれこそ何十棟とあちらこちらに立ち

並び、行く前にHPなので見ていた以上の威容でした。 

現地の方に聞くと、30 年前に姉妹都市としてスタートしたころは本当に田んぼばかりのところだったが、

この 30年でその開発は驚くほどの速さで進み、今があるとのこと。 

（いやいや、進みすぎやん…と思いつつも）兵庫県と同じくらいの面積でしかもほとんどの土地が平地。狼

山といわれる山が一つだけで山間部がないこと、地震がないことなどによってこのような開発ができてい

るという事を伺いました。 

そしてこの街の発展に欠かせない人物が、「張けん」（漢字がない）氏。繊維・紡績業等で得た私財を学

校などの教育や様々な公共事業、銀行設立などに注ぎ込んだと伺い、特に繊維・紡績の縁では久保惣美

術館も思いつつ和泉市との縁を感じました。 

さて、滞在中は小学校、中学校、大学とそれぞれを訪問し様々な歓待を受けました。高率であるが小学

校は2,500人、中学校は5,000人が在籍し州立の南通大学は全寮制で30,000人の学生が在籍し、

大学敷地内に寮が団地のように林立していました。 

小学校では歓迎の式典を盛大に執り行っていただき、中学校では書写、ピアノ、ダンス、科学実験など

を代表生徒が廊下のそこ此処におかれた場所で実技に取り組んでいる様子を見せていただきました。個

人の技能に特化した評価、価値観に重きを置いているように感じました。実際の授業参観などはその機会

がなかったので全体指導の様子も踏まえての判断はできませんでしたが。 

大学ではヨウ学長と市長との懇談もあり、我々も同席させていただきました。人材交流を望まれており、

教育だけでなく様々な分野で活躍する人材育成をやはり中国も最重要と考えていると再認識しました。ま

た、通訳の方と話す機会があり、高校から大学への進学は行きやすいが、大学に行ったからと言って就職

がおいそれとはついてこず、そこから大学院へ行く学生も多いと伺いました。 

そして、何より衝撃を受けたのは「中学生の高校への進学は50％以下で、高校に行かない子は専門学

校などへ行く」「ですから小学校から塾漬けです」との言葉でした。 

大きく発展していると感じた南通市でしたが、自身の望む人生の進路をつかんでいくことはそう簡単で

はないこと、いずれの地においても同様であり、単なる知識を与える教育ではなく、こども自らが学びに向

かう人間性を育てることが大いに求められていること、そこに和泉市の教育の主眼をしっかりと据えてい

こうと改めて決意しました。 

様々なことを学んだ今回の訪問団でした。…食レポが無くてすいません。 
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■各訪問団員 レポート                                      

和泉市教育次長兼生涯学習部長 ： 辻 公伸 

 

          中国南通市への市長公式訪問を終えて 

 

昨年８月の姉妹都市アメリカミネソタ州ブルーミントン市の市長公式訪問に続く中

国南通市への訪問となりました。今回の訪問は、今後どう南通市との友好都市国際

交流をしていくのかという要素が多いなか私自身は大きな不安をもちながらの訪問

となりました。 

しかし、市長公式訪問を終えて大きな不安は一気に払拭し、今後の交流に対する大きな期待とわくわく

ドキドキ感を抱くものになりました。 

このことは私にとっても和泉市にとっても大きな収穫となり、記録を記憶に残るものとなりました。 

南通市は、本市と比較にならない人口、経済規模です。南通市の人口は約７７０万人、市内総生産

(G.D.P)は約３１兆円、大阪府のＧ．Ｄ．Ｐは約４１兆円なのでその規模の大きさは明らかです。このように

人口・経済規模では大きな違いがある両市ですが、今回の南通市の熱烈な歓迎、交流を深めようとする

関係者の気持ちがひしひしと伝わるものであり、心に凄く熱いものを感じる場面が沢山あり目頭がふるえ

ることも度々ありました。必ずや両市の交流が未来に向かって意義のある交流が進展することを確信しま

した。 

南通市も経済的な交流を強く求めており、本市においても約７７０万人の南通市民へ本市の商品、文

化・芸術の魅力を広げ、南通市への大きな市場へ和泉商品の販売や来訪促進に必ずや繫げていきたいと

強感じました。 

来年は、大阪・関西万博の年であり、南通市の多くのみなさまに本市にお越しいただく働き掛け（手立

て）を行っていきたいと思いますし、南通市の市民のみなさん方に和泉市の魅力を大きく伝えていく行動

を展開したいと思います。 

会って話して交流しなければ「何もわからない」「何も事が進まない」ことを身に染みて感じました。とて

も大事なことであることを・・・・・。 

最後に、南通市のみなさんとは、中国語で「ポンユ（友達）」です。南通市との意義のある国際交流の進

展は、「メイウェンティ（大丈夫）」です。 
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■各訪問団員 レポート                                      

環境産業部産業振興室長 ： 山村邦弘 

 

和泉市長公式訪問南通市派遣 

 

学校の視察について 

公立小学校 2 校、公立中学校 1 校の計３校の視察を行いましたが、日本との教

育方針、設備の違いに驚きました。 

教育方針は、人口が多い中国において、如何に自己主張し、目立つかを強調し

た教育方針であると感じました、教育の違いが国民性の違いにも出ていると感じました。 

学校設備については、日本の私立中学校以上の設備が整っている、また何かの特技を身に着けること

が出来るような設備になっていました、この点も教育の違いに影響していると感じました。 

また公立校ではあるものの、訪問校周辺の居住区自体が高所得層しか住むことが出来ない地域と言う

ことで、住んでいる場所で、決定的な貧富の差、教育の差が出来ていることにも驚きを隠せないところで

した。 

 

本市への来訪促進、市ＰＲについて 

本市への来訪促進、市 PRのため、南通市内の旅行会社の責任者の方々と会談を行いました。 

市からの説明のうち、大阪市内まで電車、車で３０分、宿泊費も大阪市内より安い旨の説明に興味を持

っている様子でした。 

南通市からは、紡績関係、学校見学、学生との交流、企業見学などのコースを提案して欲しい、友好都

市である和泉市と言うことで南通市民も興味がある、市との連絡と言うより旅行会社を紹介して欲しいな

どの意見が有りました。 

海外の旅行客は、大阪市、奈良市、京都市と言うゴールデンコースには勝てないものの、関空からの経

由地として活用できる、和泉市として情報発信に努めていきたいと考えます。 

 

経済について 

南通市は人口が７３０万人と規模的には大阪府人口と匹敵するほどの大都市となっており、和泉市単独

での商工業の交流は難しいように感じました。 

南通市長の意見としては、南通市内の企業が和泉市へ進出するのではなく、日本企業の南通市への進

出を希望していた。 

また南通市は長江の下流に位置し、まだまだ開発出来る土地も多く、上海へも２時間弱の距離となり今

後さらに発展していく都市であると感じました。 
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■各訪問団員 レポート                                      

生涯学習部生涯学習担当課長 ： 橋本吉人 

 

             2025大阪・関西万博に向けて 

 

今回の南通市訪問における目的は、 

①友好都市３０周年（令和５年度）を迎えたことによる市長公式訪問団の派遣で友好

関係の確認 

②２０２５大阪・関西万博時における、和泉市への来訪促進 

③大阪・関西万博で和泉市と南通市の文化団体とのコラボステージの実現に向けた

調整があげられる。 

南通市からの今後の友好交流の要望としては、 

A.児童生徒の友好相互派遣 

B.産業の活性化（繊維業関係） 

C.大阪・関西万博で和泉市と南通市の文化団体とのコラボステージの実現に向けた調整であった。 

①について 

前回の公式訪問（１１年前）とは打って変わり、熱烈な歓迎を受けた（市長談）。２日目に訪問した師範学校

第一附属小学校では、児童によるステージ発表があり、５か月も前からこの日のために練習してくれてい

たとのこと。食事についても朝食を除き、毎食中華料理が準備され、それぞれ要人による接待があった。

南通市長との視察（公式会見）の場においても、報道機関による取材が行われた（記事、別添参照）。また、

桃山学院大学と交流のある南通大学の視察時にも、南通大学の学長との会談で和泉市への視察の実現

に向けた話し合いがなされた。 

②について 

友好都市を締結後初めて、旅行会社を通じた来訪促進に係るコミュニケーションをとることができた。コ

ロナ以降、大型観光から個人旅行に移行している傾向があるらしく、また、和泉市に立地が関西国際空港

から近いことに加え、都市圏での宿泊より和泉市の方が安価であることから、興味を持ってもらうことが

できた。 

③について 

公式訪問団に同行いただいたいずみ太鼓 皷聖泉の理事長、副理事長と共に南通市の南通芸術劇院の

演目を鑑賞する。楽器、踊り等中国文化を感じる素晴らしいものであった。演出者とも協議を行い、今後

詳細については詰めていくことになった。Zoom等で連絡を取る必要がある。（通訳必須） 

万博ステージでの和泉市の持ち時間は 15 分。前日の弥生の風ホールでのイベントは制限なしで時間を

使えることから、組み立てを考える必要がある。 

Ａについて 

児童生徒の相互派遣については教育部局とも早い段階で何ができるか調整を行う必要がある。 

Ｂについて 

次年度、南通大学の学長を招待する際に産業分野の方も同行いただき、商工会議所とも十分に情報共

有を行ったうえで面談を行う必要性を感じた。 

Ｃについて 

③に同じ 

市長は新たに関係性を深める取り組みを行うと南通市で宣言された。 

今後の交流を深めるべく、準備を進めていく。 
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■各訪問団員 レポート                                      

いずみ太鼓 皷聖泉 ： 深川みゆき 

 

今回は和泉市中国南通市姉妹都市締結 30 周年の訪問団の一員として同行、学

校視察ではそれぞれの学校に特徴があり、AI の授業やコンピュータ、1 人 1 人の個

性を引き出すために得意とすると分野で訪問団を受け入れてくれました。 

学校は敷地がとにかく広い生徒数も多い、和泉市との交流のある小学校ではお

互いの作品展示があり、ホールでは歓迎の舞台を見せて頂き、学校内にホールがあ

り、立派な照明設備音響とすごいとしか出ませんでした。 

南通大学は桃山学院大学との交流があり、身近な存在に感じました。どの学校も

学校内に資料館があり、そこで学校の歴史を学ぶ事ができます。南通市はこの 10

年で大きく発展をしているようで、まだまだ整備事業が進んで居ます。旅行の際に和泉市に来てもらえる

ようアピールをさせて頂き各関係者の方よりアドバイスも頂きました。そしていずみ太鼓皷聖泉は、来年

大阪万博での南通市劇団の方の打ち合わせを行い、見せて頂いた演目全て素敵ですが時間には限りが

あり打合せの中でも時間が掛かりましたがなんとかお互いに納得をしてこれからコラボについて進めて行

きます。 

今回の機会を無駄にせず和泉市の文化、教育、商業の発展のためにも継続をした交流が必要だと感じ

ました。南通市役所の皆様には大変お世話になりました。 

 
■各訪問団員 レポート                                      

いずみ太鼓 皷聖泉 ： 大畑奈採 

 

今まで友好都市ということを耳にしていただけで、どのような地域で、どのような交

流をしてきたのかを詳しく知ることがなかった南通市へ、初めて「和泉市長公式訪問

団」という普通ではご一緒させていただくことはないであろうメンバーの中に入れて

いただき訪問させていただきました。 

私個人のことを言うと、海外へは、いずみ太鼓 皷聖泉に所属していたから体験で

きた和太鼓演奏会（格好良く言うと海外公演）のみで、観光目的ではほぼ経験があり

ません。もちろん中国についても今回が初めての渡航でした。 

大阪・関西万博でのステージに上がらせていただけるだけでも、特に若手の皷聖泉メンバーにとっては

貴重な経験をいただくことになるのですが、南通市の芸術団体「南通芸術劇院」のみなさまとご一緒する

コラボステージに向けた打ち合わせということで、身の引き締まる思いでした。 

打ち合わせだけでなく、この渡航スケジュールの中での訪問先として、小学校・中学校・大学があり、そ

のどれもが素晴らしい環境で、児童・生徒たちへの熱心な教育によって、高度な芸術の創作や優秀な学力

を感じさせられました。 

規模が違い、AI が取り入れられていて、見せていただいたもの全てが一歩先に進んでいるようにも感

じました。 

そんな中での南通芸術劇院のみなさんの生で観るパフォーマンスには本当に圧倒されました。 

大阪・関西万博だけでなく、和泉市でもこの圧巻のステージを観てもらえること、皷聖泉がコラボレーシ

ョンさせていただけることに感謝し、大成功させたい想いが強くなりました。 

話す言葉は違えど、気持ちを合わせていくことは出来ると信じ、まだまだ打ち合わせは必要ですが、こ

の交流が次に繋いで伝えていける活動となるよう、今回の訪問が意味のあるものになるよう、これから取

り組んでいきたいです。 

中国訪問に参加させていただきありがとうございました。 
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■訪問における成果と今後の展望                               

 

1993年に中華人民共和国江蘇省南通市と友好都市締結を結んで以降、和泉市と南通市は様ざまな

形での交流を模索してきた。友好都市締結当初は、文化使節団として混声合唱団、スポーツ使節団として

卓球団の派遣をはじめ、中学生も相互交換学生として派遣・受け入れを行ってきた。また、町会連合会の

派遣や経済訪問団の相互派遣など市民団体レベルでの交流に努めてきた。 

今回の訪問では、2025大阪関西・万博の開催を直前に控える中、市民個人レベルでの交流や訪問に

も発展できるような取り組みをめざし、観光局や TV関係者をはじめ旅行代理店にも和泉市の魅力を市

長自ら説明を行い、来訪促進に向けた取り組みができたことは、大きな成果である。 

このことは、会見を行った張 彤（ちょう とう）女士 南通市人民政府市長からも今までなかった新たな

取り組みであると歓迎の意が伝えられ、今後市民レベルでの交流に発展することが大いに期待される。 

また、2025大阪・関西万博において、7/27（日）に 12,000 人収容可能なメイン会場にて、和泉市の

発表枠が確保できたことから、和泉市を代表する文化団体である、いずみ太鼓「皷聖泉」と南通市の文化

芸術団体である「南通市大劇院」のコラボステージを関係者が直接面談により実現に向けた打ち合わせ

を行う事ができた。大まかな内容としては、現在、万博協議会から提示されているパフォーマンス時間は１

５分間であるとのことから、皷聖泉の楽曲である「葛葉神楽」に「南通市芸術劇院」が楽器や踊りでコラボ

する楽曲を１曲。「南通市芸術劇院」の楽曲に皷聖泉の太鼓を合わせる楽曲を１曲行うという大まかな流

れを相互確認した。今後の打ち合わせは、主にｚｏｏｍやＷｅ Chat（SNS）を利用して詳細を詰めていく

こととなった。 

２日目に訪問した、南通市大劇院では、約 1,500人を収容する劇場を視察。劇場の前には景観をよく

するために人工的に池をつくるなど（紫琅湖）、中国ならではのダイナミックな開発が行われていた。市政

施行 70周年を２年後に控える本市にとって、今回の公式訪問団での派遣の成果を来訪促進だけに留め

ることなく、和泉市民の南通市訪問の足掛かりとなるような施策・取り組みを行っていくべく、同劇場にて

南通市民の皆さまにも和泉市の文化を披露する機会の創出も視野に入れ、準備を進めていければと考え

る。 

 また、産業部門（特に繊維関係）や教育部門（特に小中学生）における交流も進めていきたいと南通市

（厳航氏）から要望・要請があった。市長及び教育長からは前向き検討する旨の返答がなされた。 

産業部門については、産業振興担当部局が中心となって、商工会議所などとも連携を図りながら進め

ていく必要がある。 

教育部門については、学校教育部とも調整を行いながら、平成 16年に行われていた派遣事業も参考

にし、新たな交流のカタチを模索する必要がある。 

全体を通して、今回の和泉市長公式訪問団の訪中をきっかけに、市長から積極的な交流を行っていく

よう指示があった。視察を行った南通大学は、桃山学院大学とも交流が深く、教育分野においても、今後

更なる交流も期待できることから、周年事業としての南通市公式訪問団の受け入れにあわせ、桃山学院

大学とも連携し、南通大学の代表団の受け入れについても、新たな分野での交流の実現に向け調整を行

っていきたい。 
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